

【各学年の指導目標と主な学習活動】
（第1学年）

１　進路学習への関心を高め、夢と希望をもって充実した中学校生活が送れるようにする。

２　自己理解の重要性と職業の大切さを理解させる。

３　基本的生活習慣を身につけさせる。

　　　　　　　　　　
（第２学年）

１　働くことと学ぶことの目的と意義を理解させる。

２　職業や上級学校の情報をもとに能力・適性を踏まえた進路計画を立てさせる。

３　中堅学年として自覚をもち、健康で安全な生活が送れるようにする。


（第３学年）

１　将来を見通した進路の選択や決定が具体的にできるように援助する。

２　将来に対する不安を解消し、希望実現に向かって努力する態度を養う。

３　自分の進路に誇りを持ち、最高学年として責任ある行動がとれるようにする。


　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　冊子最後に折り込んでいるものを見てください。
　　　　　　　　　　　　　 

本校には、特別支援学級（10組）があります。

通常学級で行われる授業の内容や進み方で学習することが困難な生徒、また大人数での生活に不安を感じている生徒が安心して学習するために設置された学級です。個々の生徒の課題に合った学習を進めるため、学習形態が小集団で、教科書は通常使用する教科書（検定教科書）の他、一般の図書を使用したり、独自に教材を用意したりしています。また、日常生活での自立を促すことをねらいとした、通常学級にはない学習（生活単元等）も行います。

通常学級との交流として、朝読書で所属クラスに行き、一緒に読書をします。また、体育祭などの学校行事では、練習から所属クラスの授業に参加し、本番では共に力を出し合います。お互いを理解し協力していく中で、生徒たちは皆大きく成長していきます。
特別支援学級のご理解とご協力をよろしくお願いします。


　　

　
特別支援教育とは、児童・生徒の自立や社会参加に向けて、一人一人の特性を理解し把握した上で、

教育現場においてその持てる力を高め、生活や学習面で困難だと思われることを改善していけるように

適切な指導や教育的支援を行うことです。

　また特別支援学校や特別支援学級に在籍している児童・生徒だけでなく、通常級在籍で学習面や生活面に課題があり、大きな集団に適応するのが難しい児童・生徒が、それぞれの能力や可能性を伸ばしていけるよう支援していきます。そして、自立、進学や就労、社会参加を目指します。
　
9月　進路学習会


6月　家庭訪問・面談　・12月　三者面談





9月　職場体験


6月・12月　三者面談





7月　第１回進路説明会


10月　第２回進路説明会


11月　三者面談


12月　三者面談
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